
業界だけでも、あるいは行政だけでも適正な維持管理

は望めない。やはりみんなが知恵と汗を出し合い、一

体となって推進し初めて大きな成果が得られると思っ

ている。そういう意味では、この那賀町が徳島県の浄

化槽維持管理一括契約における試金石となるので、今

後も話し合いを継続し、さらなる連携・協力をお願い

します』と挨拶し、総会を閉じた。

　６月１８日㈪午後

２時から、県環境整

備課、東部保健福祉

局、神山町役場、会

員企業らが出席し、

「神山町きれいな水

づくり推進協議会」

が、県環境技術セン

ター事務所で開催された。第５回目となる今回は、主

に町民への周知・啓発の方法などについて熱心に議論

が交わされた。パンフレットはなるべくわかりやすい

シンプルなものとし、県環境整備課で作成することに

なった。また、１０月のスタートに向け、①７月中に、

会員企業担当者向け説明会を開催②町民への PR活動

（７月２１日道の駅温泉の里神山予定）③８月１５日ま

でに町内全戸にパンフレット配布（３０００部）④９月

１５日神山町広報誌に掲載することが決定した。

　最後に、井内会長が、「適正な維持管理を確保するた

め法律を遵守しつつも、神山町の住民にメリットがあ

り、受け入れられやすい制度として普及したいので、

ご協力をお願いします。」と挨拶し、散会した。

第���号

⑴平成２４年８月１５日　　

　６月２９日㈮午後２時から、阿

南市の南部総合県民局で、那賀町

浄化槽らくらくあんしん協議会の

第２回通常総会が開催された。

　総会には、会員と県、那賀町な

ど１８名が出席し、森会長の開会

挨拶のあと、来賓を代表して、県

環境整備課藤川課長の代理として

津田副課長が祝辞を述べた。

　続いて森会長が議長となり、議事を進行、第一号議

案「平成２３年度事業報告、同決算報告」を事務局が

行い、異議無く承認された。第二号議案の「平成２４

年度事業計画案、同予算案」についても承認され、２４

年度は合併浄化槽については６５％の契約率、単独浄化

槽は４５％の契約率を目指すこととなった。

　その後、会員と行政との間で、質疑応答が行われ、

会員からは、『我々業界だけでは限界がある。維持管

理をしていない設置者に対し、指導を徹底していただ

きたい』と提案、これに対し南部県民局からは『今年

度も、監視員の数は減っているが、浄化槽への指導は

継続する予定である。しかし加入推進には、民のサー

ビスが重要、業務の効率化や独居老人宅への値引き等

を検討しては』との回答があった。

　その他、「①法律を守らない設置者への『指導』は、

行政でなければ出来ない。②住民説明会などを、開催

し、県内一高い設置補助金の説明とか、住民のメリッ

トとなるような会であるなどを周知しては？」という

ような意見が出された。

　最後に、センター大坂会長が、『我々
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挨拶される津田副課長



　　平成２４年８月１５日 み ど り 第３８８号⑵

　

　昨年に引き続き、今年度も６月の環境月間に合わせ、

東部保健福祉局、南部総合県民局及び西部総合県民局

の県内４ヶ所で浄化槽の適正な維持管理の啓発広報活

動を実施した。
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　県環境技術センターは、「６月５日環境の日」に、昨

年度に引き続いてＪＲ徳島駅前で、水環境保全のため

の啓発活動を実施した。

　当日は、センターの「検査推進ワーキング」のメン

バー１０名が、通勤

時間帯の午後５時か

ら約１時間、通勤帰

りの会社員などに法

定検査の受検等を呼

びかけ、７００部の啓

発パンフレットを配

布し啓発を行った。 ＪＲ徳島駅前でＰＲ活動ＪＲ徳島駅前でＰＲ活動
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　県環境技術セン

ターは、６月８日

に津田中学校（徳

島市）、６月１５日

に藍住東小学校

（藍住町）、７月３

日に日和佐小学校

（美波町）において出前環境学習講座を実施した。

　この出前環境学習講座は、環境技術センターが、子

供たちへの環境保全の広報啓発を目的として、公益活

動の一環として実施しているものである。

　いずれも、「知ろう、学ぼう、命の水」のテーマで、

地球上のかけがえのない資源であり、命の源である

「水」について、座学講座と実験学習を実施し、津田中

学校３１名、藍住東小学校７３名、日和佐小学校３９名

が受講した。

　座学講座では、水を汚す原因と、どうすれば水環境

を守ることが出来るかについて講習を行い、生活排水

によって汚染されている水環境が、一人一人の心がけ

で守って行くことが出来ることを学習してもらった。

　実験学習では、児童・生徒にアメンボの制作キット

を使って手作りのアメンボを制作してもらい、キレイ

な水では、表面張力で浮いているアメンボが、水が汚

　４ヶ所の量販店では、買い物に訪れるお客さんを対

象に、アンケートと啓発のチラシ、粗品として、ボッ

クスティッシュ、うちわを配布した。

東部保健福祉局管内　➡　約２００部配布

　開催場所：小松島ルピア

　開催日時：６月１６日㈯　午前１０時〜午後２時

　参 加 者：会員及び職員９名

南部総合県民局管内　➡　約３００部配布

　開催場所：アピカ・フジグラン

　開催日時：６月２２日㈮　午前９時３０分〜正午

　参 加 者：会員及び職員２７名

　　　　　　出発式には岩浅市長・田岡部長にご挨拶

をいただいた。

西部総合県民局管内　➡　約３００部配布

　開催場所：フレスポ阿波池田

　開催日時：６月３０日㈯　午前１０時〜１１時

　参 加 者：会員及び職員１５名

　　　　　　大坂会長の挨拶のあと、アンケートなど

３００部を配布した。



第３８８号 み ど り 平成２４年８月１５日　　⑶

　６月２２日、県環境技術センターへ津田中学校（徳

島市）２年生の生徒３０名が来訪し、環境化学実験講

座を受講した。

　この講座は、６月８日に同校で出前学習講座を実施

したことに続き、日頃学校では体験できない実験学習

を受講してもらうため開催されたものである。

　テーマとしては、「①原子吸光光度計を使って金属

を測定してみよう」・「②汚れをキレイにしてくれる微

生物を観察しよう」・「③家庭排水の汚れをはかってみ

よう」の３つのテーマで実施し、生徒が３班に分かれ

てそれぞれを体験した。

　「①原子吸光〜」では、普段体験することが出来ない

分析機器で、生徒が直接サンプルを測定し、それぞれ

が測定したデータを記録として持ち帰った。

　「②汚れを〜」では、水をキレイにするために働いて

いる微生物（津田中学校の合併浄化槽から直接採取し

た微生物を含む）を、生徒それぞれに顕微鏡で観察し

てもらい、その画像を写真資料で提供した。

　「③家庭排水〜」では、生活排水として流される、

しょう油や清涼飲料の CODをパックテストで測定し、

その汚れの大きさを実感してもらうとともに、食品別

の COD値をまとめて、考察してもらった。

　いずれの実験講座も、全ての生徒が非常に生き生き

とした表情で受講し、それぞれが結果をまとめたが、

その成果は実験ノート（センターオリジナル）として

作成したものを持ち帰ってもらった。

　※詳細は HPの CSR 活動をご覧下さい。

　県環境技術セン

ターは５月３０日

「ゴミゼロの日」、

職員２１名で業務

終了後に検査セン

ター付近の清掃活

動を実施した。

　普段は、徳島市

パークアドプト活動によって、津田公園内の清掃・除

草活動を実施しているが、今回は事務所につながる歩

道沿い約２㎞間のゴミ拾い作業を行った。

　県道沿いということもあり、目に見えるゴミの量は

比較的少なかったが、それでも相変わらずペットボト

ルやたばこの吸い殻のポイ捨てによって、ゴミ袋３個

のゴミを収集した。

　今後も定期的な清掃活動によって、地元のきれいな

町づくりに貢献していきたい。

　美しい瀬戸内を後世に残そうと、海岸清掃運動「リ

フレッシュ瀬戸内」が６月９日㈯の早朝に横須金磯海

岸一帯で実施された。地元住民の方や市内事業所の従

業員の方など約１,２００名が参加、当法人からも会員・

職員３５名が参加した。

　約１時間の清掃作業で、およそ１２トンのゴミを収

集。清掃後は、キレイになった海岸で、子供たちによ

るアサリの放流や宝探しが行われた。
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挨拶する大坂会長

（右は稲田小松島市長）

当法人関係の参加者

子どもたちによる

アサリ放流

→

分析員から説明を受ける アメンボ作成中

れると沈んでしまうことを体験してもらうことで、水

の汚れが自然界の生き物に及ぼす影響を学習しても

らった。

　出前講座が終わった後に寄せられた感想のなかで、

「今までで一番楽しい実験授業であった」と、目を輝か

せていた子供がいたのが印象的であった。
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　　平成２４年８月１５日 み ど り 第３８８号

　徳島県浄化槽推進協議会は、７月２日㈪午後２時か

ら、ホテル千秋閣で平成２４年度通常総会を開催した。

　総会は、会員２０名（４市町村欠席）及び特別会員

の徳島県、賛助会員の公益社団法人徳島県環境技術セ

ンターが出席し開催された。

　県知事代理の環境整備課津田英一副課長、県環境技

術センター大坂会長の祝辞のあと、協議会会長の原徳

島市長の代理で、吉田広土木部長が議長となり議事を

進めた。

　第１号議案　平成２３年度事業報告及び収支決算報

告、第２号議案　平成２４年度事業計画案及び収支予

算案について審議した結果、１号議案・２号議案とも、

満場異議なく原案通り承認可決した。

　また、その他の事項として、会長の選任方法につき、

事前に会員に調査したアンケートの意見を元に、審議

した結果、次の３項目が、総会で決定した。

①役員を減らす（副会長２名→１名、理事３名→１名）。

②会長人事は８市で名簿の番号順に持ち回りとする。

③副会長、理事、監事は８市以外から選出する。

　よって、来年度の役員改選では、鳴門市の泉理彦市

長が会長となり、副会長以下の人事（副会長１名、理

事１名、監事２名）は、８市以外の町村から選出する

ことが決定した。

⑷

　県環境技術センターは５月３１日㈭午後２時から、

４階会議室において県及び市町村並びに市町村浄化槽

関連機関の浄化槽担当者を対象に浄化槽についての説

明会を開催した。

　当日は県担当者７名、１７市町村より２０名、市町村

浄化槽関連機関１名、合計２８名の浄化槽担当者の出

席があった。

　講習は、検査第２課西岡課長補佐が講師となり、１

時限目に「浄化槽に関する処理技術と構造の変遷につ

いて」、２時限目に「徳島県における法定検査の実施状

況と取り組みについて」を法定検査の実施データから

法定検査の実情や設置者からの意見を紹介し、今後の

センターの取り組みについて説明した。

　この説明会は、人事異動により、浄化槽を担当する

ことになった方などを対象に毎年実施している。

事務局だより

 法定検査のお知らせ 

　次の日程で法定検査を実施します。

○11条検査（移行検査）

日　程：平成24年８月６日〜８月31日

地　区：徳島市・吉野川市・阿波市・美馬市・

　　　　三好市・つるぎ町・東みよし町

○７条検査

日　程：平成24年８月16日〜８月31日

地　区：吉野川市・阿波市・美馬市・三好市・

　　　　つるぎ町・東みよし町
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　CO2 削減については、さまざまな場面で多くの人々が取り組ん

でいます。その一環として、スマート・ムーブが最近取り上げら

れています。

　

　実は、家庭部門の CO2 排出量が増加し続けており、特にその中

でも約３割が移動に伴う排出といわれています。

　そこで日々の移動に着目して、CO2 削減を実行しつつ、さらに

快適・便利・健康増進につながるようなライフスタイルの取り組

みを、スマート・ムーブと呼び、排出量削減効果を期待したもの

です。

　

　環境省でも地球温暖化防止活動として「移動」を「エコ」に！

をテーマにキャンペーンを展開しているようですよ。

　四国では「四国の夏祭りに SMART MOVE ！キャンペーン」が

実施中です。

　例えば徳島県では阿波踊りに多くの観光客が見込まれますが、

自家用車を利用することが予想されます。そこで観光客に対し

て、公共交通機関や自転車の利用促進、徒歩やエコドライブの推

進等「移動」の観点から、ライフスタイルの見直しを提案してい

ます。

　尚詳しいことは、ＷＥＢサイトを見て下さいね (=^・^=)。

　スマート・ムーブは、ちょっとした気持ちの持ちようで、実行

できそうですよね。

　近所のスーパーへの買い物を、運動を兼ねて自転車や徒歩に

変えてみるとか。公共交通機関を使って、小旅行気分で出かけ

てみるのもいいかもしれませんね !( ＾＾ )!。 　by koizumi

水 質 計 量 便 り
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